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本年もよろしくお願いいたします。
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安全就業全国統一スローガン　『見逃すな　ヒヤリで済んだ　あの経験』

理
事
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
安
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シ
ル
バ
ー
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材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
前
　
田
　
申
　
栄

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
会
員
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
8
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
8
あ
吟
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
て
今
年
で
十
八
年
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
責

年
に
な
り
ま
す
。
会
員
皆
様
を
始
め
、
先
輩
諸
氏
、
関
係
者
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
働
く
環
境
づ
く
吟
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
業
実
績
も
伸
び
、
特
に
今
年
度
は
多
発
し
て
い
た
傷

害
や
賠
償
事
故
も
減
少
し
て
い
ま
す
¢
　
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
致
し

ます。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
課
題
の
一
∋
は
会
員
数
ぬ
伸
び
悩
み
で
す
◎

そ
の
た
め
、
先
の
事
務
局
通
信
で
お
願
い
し
ま
し
た
よ
う
に
『
山
人
芸
京
島
入

会
二
人
一
仕
事
開
拓
運
動
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
B
　
パ
、
♂
フ
レ
ッ
ト
等
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ら

さ
て
、
昨
年
は
シ
ル
バ
ー
事
業
法
制
化
三
十
周
年
の
節
目
の
年
で
し
た
⑳

こ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ヲ
レ
ー
ズ
が
決
定
し
ま
し
た
◎

「
生
き
が
い
と
　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
　
結
び
ま
す
」

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
自
主
的
に
働
こ
う
と
す
る
高
齢
者
の

就
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
更
な
る
地
域
社
会
の
発
展
に
責
献
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お
祈
短
申
し
上
げ
、
新
年
ぬ

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
8



左から西尾、広木、田中会員

旧碓氷郡役所
開館時間：午前9：00～

午後5：00（夏）
午後4：30（冬）
（入館は30分前まで）
月曜日、年末年始

静穏毎詣哉

旧
碓
氷
郡
役
所

明
治
十
一
年
、
郡
区
町
村
編
成
法
が
公
布
さ
れ
、

町
村
が
復
活
し
、
群
馬
県
内
は
十
一
の
郡
役
所
が
置

か
れ
、
碓
氷
郡
で
は
旧
安
中
宿
本
陣
（
現
在
の
安
中

郵
便
局
）
　
に
郡
役
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
一
年
現
在
地
に
西
洋
風
建
物

で
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
四
十
三
年
の
火
災
で

焼
失
し
た
の
で
、
和
風
の
平
屋
建
て
で
再
建
さ
れ
た

の
が
、
現
在
も
残
る
碓
氷
郡
役
所
の
建
物
で
す
。

大
正
十
二
年
に
郡
制
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
い

く
つ
か
の
公
的
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
九
年
に
安
中
市
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
、
安
中
市
は
群
馬
県
内
に
唯
一
残
る
郡

役
所
の
建
物
を
保
存
す
る
た
め
に
、
旧
碓
氷
郡
役
所

を
市
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
し
、
修
復
工
事
を
行

い
、
平
成
十
年
か
ら
一
般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

三
名
の
会
員
が
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就

業
し
、
就
業
日
は
毎

週
月
曜
日
を
除
く
毎

日
。
就
業
時
間
は
八

時
半
か
ら
十
七
時
ま

で
で
す
。

業
務
内
容
は
、
来
館
者
の
受
付
、
館
内
外
の
清
掃
、

来
館
者
に
対
す
る
解
説
等
で
す
。
ま
た
、
落
ち
葉
の
清

掃
や
植
木
の
香
定
は
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
就
業

届
旧
碓
氷
郡
役
所
に
就
業
し
て

安

中

地

区

　

田

　

中

　

勝

　

治

私
が
旧
碓
氷
郡
役
所
に
就
業
し
て
、
早
や
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
就
業
出

来
る
こ
と
は
、
歴
史
が
好
き
な
者
と
し
て
幸
せ
に
思
い

ます。こ
の
郡
役
所
の
中
は
、

第
一
展
示
室
と
第
二
展

示
室
、
そ
れ
か
ら
事
務

室
が
あ
り
ま
す
。
通
常

は
事
務
室
で
来
館
者
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
時
に
は
来
館
者
か

ら
展
示
物
に
つ
い
て
の

質
問
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
、
勉
強
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

第
一
展
示
室
に
は
、

新
島
八
重
の
メ
モ
リ
ア

ル
展
、
真
田
重
吉
さ
ん

（
安
中
市
出
身
）
　
の
中
山
道
上
州
七
宿
画
、
安
中
城
の

ジ
オ
ラ
マ
な
ど
、
様
々
な
安
中
市
の
歴
史
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
参
勤
交
代
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
江

戸
に
赴
く
途
中
の
粛
々
と
行
列
す
る
姿
が
再
現
さ
れ
て

い
て
、
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

安
中
杉
並
木
コ
ー
ナ
ー
の
記
述
に
は
、
杉
は
天
保
十

五
年
に
は
七
三
二
本
、
昭
和
七
年
に
は
三
二
一
本
を
数

え
た
が
、
現
在
で
は
十
数
本
残
す
の
み
と
あ
り
、
安
中

杉
並
木
の
時
代
の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
第
二
展
示
室
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
絵
や
写
真
な
ど
の
展
覧
会
が
連
日
開
か
れ
て
い

て
、
観
覧
者
が
次
々
と
訪
れ
、
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
も
、
来
館
者
の
方
々
が
気
持
ち
良
く
見
学

し
て
帰
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
、

安
全
に
心
が
け
て
就
業
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
旧
碓
氷
郡
役
所
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。



臆毎秒義塗
］
会
員
互
助
会
澄
旅
行

板
鼻
地
区
　
揮
　
下
　
竹
　
二

今
回
の
互
助
会
親
睦
旅
行
は
伊
豆
半
島
、
中
伊
豆
、

東
海
岸
の
旅
と
し
て
十
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に

三
十
二
名
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
。

初
日
の
観
光
場
所
は
、
修
善
寺
と
浄
蓮
の
滝
。

ま
ず
修
善
寺
へ
。
八
〇
七
年
、
弘
法
大
師
に
よ
り
開

創
さ
れ
た
と
云
わ
れ
、
修
善
寺
の
地
名
と
な
っ
た
と
い

う
古
刺
で
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
鎌
倉

時
代
に
、
源
頼
朝
の
弟
で
あ
る
範
頼
と
二
代
将
軍
頼
家

が
幽
閉
さ
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
か
。
境

内
に
紅
葉
し
た
木
々
が
十
本
ほ
ど
あ
り
、
「
十
一
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
見
頃
に
な
り
、
赤
や
黄
色
の
燃

え
る
よ
う
な
紅
葉
に
包
ま
れ
て
と
て
も
き
れ
い
だ
か
ら
、

そ
の
頃
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
」
　
と
神
社
の
人
に
言
わ

れた。次
に
浄
蓮
の
滝
へ
。
こ
こ
は
日
本
百
名
滝
の
一
つ
で

落
差
二
十
五
m
、
幅
七
m
の
滝
で
、
滝
見
台
に
立
つ
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
姿
に
圧
倒
さ
れ
た
。
石
川
さ
ゆ
り
が

「
天
城
越
え
」
　
の
中
で
、
「
九
十
九
折
　
浄
蓮
の
滝

舞
い
上
が
り
　
揺
れ
落
ち
る
」
　
と
歌
っ
て
い
る
が
、
ま

さ
に
そ
の
通
り
の
光
景
で
あ
っ
た
。
歌
碑
が
滝
見
台
の

側
に
あ
る
。

浄
蓮
の
滝
を
後
に
し
て
、
河
津
七
滝
ル
ー
プ
橋
を
経

て
伊
豆
稲
取
温
泉
の
ホ
テ
ル
へ
。
入
浴
後
は
懇
親
会
。

出
さ
れ
た
料
理
を
見
て
驚
い
た
。
長
い
間
旅
に
関
わ
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
見
事
な
料
理
は
初
め
て
で
、

皆
さ
ん
も
　
「
美
味
し
い
、
美
味
し
い
」
　
と
喜
び
、
お
酒

も
進
み
、
カ
ラ
オ
ケ
を
交
え
な
が
ら
大
変
盛
り
上
が
り
、

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
日
目
は
、
干
物
屋
で
買
い
物
を
済
ま
せ
た
後
、
次

の
み
か
ん
狩
り
に
向
か
う
道
中
、
雲
行
き
が
怪
し
く
、

雨
が
降
れ
ば
中
止
に
。
な
ん
と
か
雨
が
降
ら
な
い
よ
う

祈
る
気
持
ち
で
い
た
が
、
幸
い
に
天
気
は
持
ち
、
無
事

に
み
か
ん
狩
り
を
経
験
で
き
た
。
食
べ
放
題
だ
っ
た
が
、

五
個
が
限
界
だ
っ
た
。

み
か
ん
農
園
を
出
る
こ
ろ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
霧

も
出
て
き
て
、
芦
ノ
湖
へ
の
途
中
は
晴
れ
て
い
れ
ば
富

士
山
や
十
国
峠
の
眺
望
が
楽
し
め
た
か
と
思
う
と
残
念

だ
っ
た
。

昼
食
場
所
で
あ
る
芦
ノ
湖
畔
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
到
着

す
る
こ
ろ
に
は
雨
も
強

く
な
り
、
食
事
を
済
ま

せ
る
と
予
定
を
早
め
て

帰
路
に
着
い
た
。

無
事
に
旅
行
を
終
え
、

大
変
良
か
っ
た
。
次
回

は
、
も
う
少
し
参
加
者

が
増
え
る
と
よ
い
で
す
。

安

中

地

区

　

佐

　

藤

　

知

　

恵

霧
深
し
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
う
ぐ
い
す
の

姿
な
き
し
か
心
晴
れ
る
や

滑
魁

安

中

地

区

　

佐

　

藤

　

知

　

恵

麦
秋
や
納
屋
に
お
か
れ
た
機
織
り
機

一
つ
家
に
子
と
住
む
安
堵
つ
つ
じ
萌
ゆ

ぶ
っ
こ
み
や
太
鼓
敲
き
の
汗
飛
び
ぬ

磯
部
地
区
　
外
　
地
　
道
　
彦

日
傘
さ
し
足
を
引
き
ず
る
妻
悲
し

遠
雷
や
聞
い
て
怖
が
る
猫
可
愛
い

登
り
つ
め
山
す
そ
白
く
山
ぼ
う
し

樹
上

安

中

地

区

　

佐

　

藤

　

知

　

恵

濃
霧
の
中
行
き
交
う
女
性
は
皆
美
人

磯

部

地

区

　

外

　

地

　

道

　

彦

毎
日
が
妻
と
の
戦
い
認
知
症

今
日
も
又
我
に
目
く
じ
ら
妻
怖
い



普及啓発活動実施！

『シ凡パーの巳』ボランティア活動！

平成28年10月15日、安中公民館を中心とし

た東西の歩道の清掃ボランティア活動を行いました。

当日は29名参加の

もと、のぼり旗を立

て、シルバー事業の

PRを行いながら、

清掃を行いました。
また、ボランティア

活動に先立ち、安全

標語入選者の表彰式

も行われました。

『福祉ふれあいまつり2016』に参加！

平成28年9月18日開催された『福祉ふれあい

まつり2016』に参加しました。当日はあいにく

の雨でしたが、来場

者にブーメランとセ

ンターのチラシ配布　を

を行いシルバー事業

のPRを行いました。

また、バザーの立会

いの警備も行い、ま

つりをサポートしま

した。

ゝ、

新入会員の紹介

新しい仲間です。よろしくお願いします。

（平成28年7月1日～平成28年11月30日）

地域班 �名　　　　　　前 

原　　市 �高橋春江、新井喜美代、 
吉田計柴 

磯部・乗積野 �小林弘治、堀越久男 
住谷政美、岡部和枝 

岩野谷・板鼻 �西川知男 

秋間・後閑 �戸塚易広、中曽根信義 

西横野・坂本 �多胡昭二、原田正秀、 
・白井 �須藤修司、小島六雄 

会員になって一緒旺働きませんガ！！

会員対象は、安中市に在住の概ね60歳以上の健康
で働く意欲のある方です。説明会はどちらでも受け

られます。お気軽にお出かけください。

安中地区日時 ��場　所 

1／17（火） �午後 �安中市地域福祉 

2／21（火） 
1時半～ �支援センター 

3／21（火） 

松草田町地区日時 ��場　所 

1／24（火） �1午前 l10時～ �松井田町基幹 集落センター （松井田庁舎内） 

3／28（火） 

平成28年度事業実績

・正会員数　平成28年11月30日現在　（単位：人）

男 �女 �合　料 

326 �121 �447 

・契約金額 （単位：円）

請負・委任 �派　　遣 �合計金額 �前年度実績－ 

122，843，047 �20，246，381 �143，089，428 �135，717，277 

学徒の行事予定 

日　程 �行事内容 

1／20（金） �互助会新年懇親会 
（並木苑） 

2／4（土） �互助会芸能発表会 
（板鼻老人センター） 

2／中旬 �地域班会議 
（各地区公民館等） 

会員同士の親睦交流を深める

絶好の機会です。

みんなで参加しましょう！

今
年
は
戦
後
七
十

二
年
に
な
り
ま
す
。

最
近
の
我
が
国
を
見

る
と
、
だ
ん
だ
ん
と

あ
の
戦
争
の
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
の
を
感

じ
ま
す
。

戦
後
の
き
び
し
い

時
代
高
度
成
長
時
代
、

最
近
の
諸
事
故
を
省

み
る
事
は
大
切
な
事

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

会
員
が
一
つ
に
な

っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

理
念
達
成
に
向
け
て
、

な
お
二
間
の
ご
活
躍

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。


